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ます。日本においては法律で、自然放射線以外からの

受動的な被曝を年間1mSv以下にするよう決められて

います（医療被曝などは除きます）。それでは、自然界

から受ける被曝量はいくらなのでしょう。宇宙や土中か

らの放射線により日本においては年間1～2mSv程度

浴びています。従って、自然界からの被曝量を合算する

と年間3mSv程度は許容範囲だと言えます。これは毎時

に直すと約0.3μSvとなります。これを基準の値として

今私たちがおかれている環境を判断することになりま

す。なお、1Sv＝1,000mSv（ミリシーベルト）、1mSv＝

1,000μSv（マイクロシーベルト）です。数字や単位に

惑わされないようお気をつけください。（図参照）
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（図）

　ここで、被曝の種類について触れたいと思います。被

曝は、外部被曝と内部被曝に分けられます。外部被曝

とは、放射線が体の外から当たる場合です。これは、放

射性物質から遠ざかったり、放射線を遮へいしたりす

ることにより被曝を低減できます。一方、体の中に放射

性物質を取り込んでしまった場合が内部被曝です。内

部被曝は体の外に放射性物質が出て行かないとずっ

と被曝し続けることになるので、できるだけ避けるべき

だということになります。ただし、原発事故によるセシ

ウムの他にも、天然放射線源である放射性カリウムな

どにより、私たちは絶えず一定の内部被曝をしていま

す。少量の被曝に対して極端に怖がる必要はありませ

ん。特にセシウムは体内にとどまらず、常に排泄される

ので、体内に蓄積される物質に比べて危険性は低いと

言えます。一方で、骨や甲状腺に蓄積される放射性物

質も存在します。それは、少ない量でも長期間にわたり

影響を及ぼす可能性があるので注意が必要です。原発

事故の最初のころに存在していた放射性ヨウ素などが

それにあたります。このヨウ素は8日間で半分になる物

理的性質を持っており、現在は減少しているためごく

微量しか存在していません。従って今の時点ではセシ

ウム（半分になる期間が30年と長いため）を主に考慮

しておけばよいということになります。ただしヨウ素の

場合、体への影響は甲状腺に集まるなどの性質からセ

シウムに比べ大きいと言えます。甲状腺への影響は発

がんという形で将来現れるかもしれないことを覚えて

おく必要があるでしょう。ちなみに、先述した年間に許

容できる被曝量とは外部被曝と内部被曝の合算値と

なります。

　事故から半年たった今、ホームページなどで各地の

線量の値がシーベルト単位で公開されていますが、そ

の主な原因は原子炉において核分裂反応の副産物と

して生成される放射性セシウムです。現在私たちの周

りには原子炉から放出されたセシウムが存在している

と言うことです。ではどうすればいいのか。それは外部

被曝と内部被曝をなるべく避けるようにすればいいの

です。セシウムは埃などと一緒に存在しています。外出

先から帰宅したらうがい、手洗い、衣服から埃を払うな

どのことが効果的でしょう。内部被曝に関しては、汚染

されたものを摂取することを避ける以外に手はありま

せん。それでは、どれだけ気をつければいいのか。天然

の放射性カリウムは常に私たちの体内に約4,000Bq存

在し、毎日約50Bq摂取しているそうです。それによる被

曝量は年間で0.18mSvと算出されています。その他、ラ

ドンなど天然の放射性物質による体内被曝は年間で

計1.6mSvになります。従って、この値をある程度参考

　さて、巷では原発事故以来、シーベルト（Sv）、グレイ

（Gy）、ベクレル（Bq）という放射能に関する単位を毎日

のように耳にします。まずこれらからご説明いたしまし

ょう。ベクレルというのは、放射能の量の単位です。放

射能とは、放射線を放出する能力をいいます（正確に

は原子核の壊変能）。放射性物質と放射能を混同する

ような記述を多く見かけますが、放射性物質は放射能

を有すると言うのが正しい表現です。1ベクレルは毎秒

1回壊変し放射線を放出することを意味します。それに

対しグレイとシーベルトは放射性物質から放たれた放

射線をどれだけ浴びたかという単位です。原発事故由

来の放射性物質による被曝では、ガンマ線という放射

線が主に被曝の原因になります。この場合、1グレイと1

シーベルトはほぼ同じと考えてよいです。ではシーベ

ルトとは何か。この単位は実効線量を表し、どれだけ人

体に影響を与えるかと言う指標になります。放射線は

たくさん種類があります。また同じ放射線でも強弱が

あります。それらをすべて考慮に入れ、どんな放射線を

浴びても、シーベルトという単位で表現すれば人体に

与える影響を同じ物差しで計ることができるのです。従

って、私たちは何シーベルト被曝したかを気にしてい

ればよいということになります。同じベクレル数（同じ

量の放射能）でもその放射性物質からの距離や放射線

の種類などにより何シーベルト被曝するか変わってき

　あなたは放射能、あるいは放射線と聞いて何を思

い浮かべますか。多くの人が目に見えない怖いもの、

近づいていけないものという印象を持つでしょう。し

かし、現代において、放射能や放射線は工業、医療な

ど多くの場面で私たちに欠かすことができないものと

して存在しています。福島原発のことを含め、これから

述べることが放射能、放射線の正しい理解と判断の一

助になればと思います。
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